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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月30日(2008.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　白化したポリ塩化ビニルフォームの製造方法であって、以下の工程、
A) 乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂を含むプラスチゾル中に、
a) 前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂１００質量部当たり約０．０１乃至約
５質量部の、以下の群から選択された１種以上の第一の添加剤、
i) 式R-SO3M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基から
なる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を含
むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金属
から選択される。）を有するスルホン酸誘導体、
ii) 式R-SO2M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基か
らなる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を
含むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金
属から選択される。
）を有するスルフィン酸誘導体、及び
iii) メルカプト酢酸ナトリウム、及び
B) 前記プラスチゾルを加熱して膨張させ、白化したポリ塩化ビニルフォームとする工程
、
を含むことを特徴とする方法。
　　【請求項２】　前記プラスチゾルが、前記プラスチゾルの約１５乃至約７５質量％の
乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂を含む請求項１記載の方法。
　　【請求項３】　前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂が、平均粒子直径が約
０．１乃至約１０μｍの樹脂粒子からなる請求項１又は２記載の方法。
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　　【請求項４】　前記１種以上の第一の添加剤が、メタンスルホキシル酸ナトリウム、
ホルムアルデヒドスルホキシル酸ナトリウム、ホルムアルデヒド亜硫酸水素ナトリウム、
トルエンスルホキシル酸ナトリウム、アセトン亜硫酸水素ナトリウム、メタン亜硫酸水素
ナトリウム、及びメルカプト酢酸ナトリウムからなる群から選択される請求項１記載の方
法。
　　【請求項５】　前記工程Ａ）とＢ）との間に、更に、以下の群から選択された１種以
上の第二の添加剤、
i) アルカリ金属、アルカリ土類金属及び遷移金属の水溶性塩からなる群から選択された
１種以上の水溶性金属塩、及び
ii) t-ブチルヒドロペルオキシド、
を混合する工程を有する請求項１～３のいずれかに記載の方法。
　　【請求項６】　前記プラスチゾルが、前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂
１００質量部当たり約０．００１質量部以上の前記１種以上の第二の添加剤を含む請求項
５記載の方法。
　　【請求項７】　前記第二の添加剤が、アルカリ金属、アルカリ土類金属及び遷移金属
の水溶性塩からなる群から選択された１種以上の水溶性金属塩である請求項５又は６記載
の方法。
　　【請求項８】　前記１種以上の水溶性金属塩が、ナトリウム、カリウム、カルシウム
、亜鉛、錫、ニッケル又はコバルトの水溶性塩である請求項７記載の方法。
　　【請求項９】　前記１種以上の水溶性金属塩が、塩化物、塩素酸塩、水酸化物、硝酸
塩、ホウ酸塩、ヨウ化物、チオ硫酸塩又は硫酸塩である請求項７又は８記載の方法。
　　【請求項１０】　前記１種以上の第二の添加剤が、t-ブチルヒドロペルオキシドであ
る請求項５記載の方法。
　　【請求項１１】　前記第一及び第二の添加剤の一方又は両方が、前記乾燥した粒子状
ポリ塩化ビニル分散型樹脂の製造のための重合配合物に添加される請求項５～１０のいず
れかに記載の方法。
　　【請求項１２】　前記第一及び第二の添加剤の一方又は両方が、前記乾燥した粒子状
ポリ塩化ビニル分散型樹脂の製造のためのポリ塩化ビニルラテックスに添加される請求項
５～１０のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１３】　白化したポリ塩化ビニルフォームの製造方法であって、以下の工程
、
A) 乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂及び乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレン
ド用樹脂を含むプラスチゾル中に、
a) 前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂１００質量部当たり約０．０１乃
至約５質量部の、以下の群から選択された１種以上の第一の添加剤、
i) 式R-SO3M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基から
なる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を含
むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金属
から選択される。）を有するスルホン酸誘導体、
ii) 式R-SO2M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基か
らなる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を
含むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金
属から選択される。
）を有するスルフィン酸誘導体、及び
iii) メルカプト酢酸ナトリウム、
を混合する工程、及び
B) 前記プラスチゾルを加熱して膨張させ、白化したポリ塩化ビニルフォームとする工程
、
を含むことを特徴とする方法。
　　【請求項１４】　前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂が、平均粒子直
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径が約２０乃至約４０μｍの樹脂粒子からなる請求項１３記載の方法。
　　【請求項１５】　前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂が、前記プラス
チゾル中に、多くてもプラスチゾル中の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル樹脂の約５０質量
％存在する請求項１３又は１４記載の方法。
　　【請求項１６】　前記工程Ａ）とＢ）との間に、更に、以下の群から選択された１種
以上の第二の添加剤、
i) アルカリ金属、アルカリ土類金属及び遷移金属の水溶性塩からなる群から選択された
１種以上の水溶性金属塩、及び
ii) t-ブチルヒドロペルオキシド、
を混合する工程有する請求項１３～１５のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１７】　前記プラスチゾルが、前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド
用樹脂１００質量部当たり約０．００１質量部以上の前記第二の添加剤を含む請求項１６
記載の方法。
　　【請求項１８】　前記第一及び第二の添加剤の一方又は両方が、前記乾燥した粒子状
ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂の製造のための重合配合物に添加される請求項１３～１７
のいずれかに記載の方法。
　　【請求項１９】　前記第一及び第二の添加剤の一方又は両方が、前記乾燥した粒子状
ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂の製造のためのポリ塩化ビニルスラリに添加される請求項
１３～１７のいずれかに記載の方法。
　　【請求項２０】　前記プラスチゾルを約１８０乃至約２１０℃の温度に加熱して膨張
させ、白化したポリ塩化ビニルフォームとする請求項１乃至１９のいずれかに記載の方法
。
　　【請求項２１】　白化したポリ塩化ビニルフォームの製造において使用するための乾
燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂であって、塩化ビニルポリマー及び、
A) 前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂１００質量部当たり約０．０１乃至約
５質量部の、以下の群から選択された１種以上の第一の添加剤、
i) 式R-SO3M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基から
なる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を含
むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金属
から選択される。）を有するスルホン酸誘導体、
ii) 式R-SO2M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基か
らなる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を
含むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金
属から選択される。）を有するスルフィン酸誘導体、及び
iii) メルカプト酢酸ナトリウム、
を含む乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２２】　前記樹脂が、平均粒子直径が約０．１乃至約１０μｍの樹脂粒子か
らなる請求項２１記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２３】　前記１種以上の第一の添加剤が、メタンスルホキシル酸ナトリウム
、ホルムアルデヒドスルホキシル酸ナトリウム、ホルムアルデヒド亜硫酸水素ナトリウム
、トルエンスルホキシル酸ナトリウム、アセトン亜硫酸水素ナトリウム、メタン亜硫酸水
素ナトリウム、及びメルカプト酢酸ナトリウムからなる群から選択される請求項２１又は
２２に記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２４】　更に、以下の群から選択された１種以上の第二の添加剤、
i) アルカリ金属、アルカリ土類金属及び遷移金属の水溶性塩からなる群から選択された
１種以上の水溶性金属塩、及び
ii) t-ブチルヒドロペルオキシド、
有する請求項２１～２３のいずれかに記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２５】　前記樹脂が、前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂１００
質量部当たり約０．００１質量部以上の前記１種以上の第二の添加剤を含む請求項２４に
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記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２６】　前記１種以上の第二の添加剤が、アルカリ金属、アルカリ土類金属
及び遷移金属の水溶性塩からなる群から選択された１種以上の水溶性金属塩である請求項
２４又は２５に記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２７】　前記１種以上の水溶性金属塩が、ナトリウム、カリウム、カルシウ
ム、亜鉛、錫、ニッケル又はコバルトの水溶性塩である請求項２６記載の乾燥した粒子状
ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２８】　前記１種以上の水溶性金属塩が、塩化物、塩素酸塩、水酸化物、硝
酸塩、ホウ酸塩、ヨウ化物、チオ硫酸塩又は硫酸塩である請求項２６記載の乾燥した粒子
状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項２９】　前記１種以上の第二の添加剤が、t-ブチルヒドロペルオキシドであ
る請求項２４又は２５に記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂。
　　【請求項３０】　白化したポリ塩化ビニルフォームの製造のための乾燥した粒子状ポ
リ塩化ビニル分散型樹脂を含むプラスチゾルに使用するための乾燥した粒子状ポリ塩化ビ
ニルブレンド用樹脂であって、前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂が塩化
ビニルポリマー及び、
A) 前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂１００質量部当たり約０．０１乃
至約５質量部の、以下の群から選択された１種以上の第一の添加剤、
i) 式R-SO3M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基から
なる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を含
むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金属
から選択される。）を有するスルホン酸誘導体、
ii) 式R-SO2M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基か
らなる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を
含むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金
属から選択される。）を有するスルフィン酸誘導体、及び
iii) メルカプト酢酸ナトリウム、
を含むことを特徴とする、乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３１】　前記樹脂が、平均粒子直径が約２０乃至約４０μｍの樹脂粒子から
なる請求項３０記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３２】　前記１種以上の第一の添加剤が、メタンスルホキシル酸ナトリウム
、ホルムアルデヒドスルホキシル酸ナトリウム、ホルムアルデヒド亜硫酸水素ナトリウム
、トルエンスルホキシル酸ナトリウム、アセトン亜硫酸水素ナトリウム、メタン亜硫酸水
素ナトリウム、及びメルカプト酢酸ナトリウムからなる群から選択される請求項３０又は
３１に記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３３】　更に、以下の群から選択された１種以上の第二の添加剤、
i) アルカリ金属、アルカリ土類金属及び遷移金属の水溶性塩からなる群から選択された
１種以上の水溶性金属塩、及び
ii) t-ブチルヒドロペルオキシド、
を有する請求項３０～３２のいずれかに記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用
樹脂。
　　【請求項３４】　前記樹脂が、前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂１
００質量部当たり約０．００１質量部以上の前記第二の添加剤を含む請求項３３記載の乾
燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３５】　前記第二の添加剤が、アルカリ金属、アルカリ土類金属及び遷移金
属の水溶性塩からなる群から選択された１種以上の水溶性金属塩である請求項３４記載の
乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３６】　前記１種以上の水溶性金属塩が、ナトリウム、カリウム、カルシウ
ム、亜鉛、錫、ニッケル又はコバルトの水溶性塩である請求項３５記載の乾燥した粒子状
ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
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　　【請求項３７】　前記水溶性金属塩が、塩化物、塩素酸塩、水酸化物、硝酸塩、ホウ
酸塩、ヨウ化物、チオ硫酸塩又は硫酸塩である請求項３５記載の乾燥した粒子状ポリ塩化
ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３８】　前記１種以上の第二の添加剤が、t-ブチルヒドロペルオキシドであ
る請求項３３又は３４に記載の乾燥した粒子状ポリ塩化ビニルブレンド用樹脂。
　　【請求項３９】　白化したPVCフォームの製造に使用するためのPVCプラスチゾルであ
って、乾燥した粒子状PVC分散型樹脂及び、
A) 乾燥した粒子状PVC分散型樹脂１００質量部当たり約０．０１乃至約５質量部の、以下
の群から選択された１種以上の添加剤、
i) 式R-SO3M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基から
なる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を含
むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金属
から選択される。）を有するスルホン酸誘導体、
ii) 式R-SO2M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基か
らなる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を
含むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金
属から選択される。
）を有するスルフィン酸誘導体、及び
iii) メルカプト酢酸ナトリウム、
を含むことを特徴とするPVCプラスチゾル。
　　【請求項４０】　白化したポリ塩化ビニルフォームであって、乾燥した粒子状ポリ塩
化ビニル分散型樹脂及び、
A) 前記乾燥した粒子状ポリ塩化ビニル分散型樹脂１００質量部当たり約０．０１乃至約
５質量部の以下の群から選択された１種以上の第一の添加剤、
i) 式R-SO3M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基から
なる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を含
むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金属
から選択される。）を有するスルホン酸誘導体、
ii) 式R-SO2M（式中、Rは、非置換であるか、又はヒドロキシル基及びカルボキシル基か
らなる群から選択された１種以上の官能基により置換された、１乃至１２個の炭素原子を
含むアルキル、アルキルアリール又はアリールアルキル基であり、Mは水素及び１価の金
属から選択される。）を有するスルフィン酸誘導体、及び
iii) メルカプト酢酸ナトリウム、
を含むプラスチゾルを加熱することにより製造される白化したポリ塩化ビニルフォーム。
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